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・利用定員：

特別養護老人ホーム 75名

短期入所生活介護 40名

・ノーリフティングケア対象利用者

82名

（内、長期ショートステイ利用者 12名）

・平均要介護度：４.２

開始時(R1.６月)の状況（利用者）



開始時（R1.6月）の状況（職員）

・対象事業所：介護部（29名）管理部（6名）

給食部（19名）医務部（11名）

環境衛生部（10名） 計75名

・腰痛調査結果：重度（ 6名： 8％）

中度（31名：41％）

軽度（21名：28％）

合計 58名：77％



開始時（R1.6月）の状況
（腰痛発生要因）

入浴・排泄・移乗介助時に、持ち上げたり抱えたりして
無理な力が入っている。福祉機器が適切に使用されてい
ない。

【腰痛に対する取り組み状況】

始業前の腰痛体操、腰痛検診（年2回）、スライディ

ングボード使用や2人介助での移乗介助で負担軽減、

マニュアル委員会で適切な介助の研修を実施し不安の

解消、安全な介助に取り組んでいた。



ノーリフティングケア研修終了後の 目 標

• 介護職員の不安、負担が軽減され、利用者が安心安
全に介護を受ける事ができる。

• 利用者の残存機能を引き出し、状態が改善される。

• 福祉機器の機能を理解し、適切に活用出来る。

• 職員の腰痛が改善され、人材確保・定着が図れる。

• 今モデル研修を通じて、ノーリフティングケアに
法人全体で取り組み、地域の事業所や介護者に普及、
推進する。



これまでの課題と改善に向けた取り組み①

A 様 ・ Ｂ 様



これまでの課題と改善に向けた取り組み②



これまでの課題と改善に向けた取り組み③



これまでの課題と改善に向けた取り組み④



これまでの課題と改善に向けた取り組み⑤



これまでの課題と改善に向けた取り組み⑥



施設内に掲示した啓発ポスター

ノーリフティングケア推進県
である高知県や他施設で使用
されているポスターを参考に
し、全職員が目に出来る場所
に掲示し啓発に努めた。又、
来園者に対しても取り組みへ
の理解を深めてもらうよう働
きかけた。



施設内に掲示したストレッチのポスター

PTに短時間で効果的なストレッチの方法
の指導を受け、各事業所が朝のミーティン
グや人力での動作が多く体に負担が掛かる
入浴介助前（午前・午後）に行なっている。



取 り 組 み 状 況

実技指導：スライディングシートを
使用した上方移動



取 り 組 み 状 況

スライディングボードを
使用した職員同士での
移乗介助の練習

練習後、利用者さんに
も使用しています



取 り 組 み 状 況

スタンディングリフトのデモ機を体験しました
（R1.１１/9～11/17）…効果を実感し導入に向けて検討中…



職員の意識調査の結果①
（R2年1月実施 対象者（介護部）：27名）

Ｑ．ノーリフティングケアの必要性や目的を理解している。

Ａ．はい １７名（６３％）

なんとなく... １０名（３７％）

Ｑ．ノーリフティングケアを普段の業務の中で実践して

いますか？

Ａ．はい ７名（２６％）

時々 ２０名（７４％）

いいえ ０名（ ０％）



Ｑ．ノーリフティングケアを行う事で感じている、

メリット、デメリットは？（複数回答）

Ａ．腰痛予防になる ２４名

普段の業務が楽になる ９名

利用者の身体に負担が掛からない ２１名

職員の身体に負担が掛からない ２１名

楽しんでケアが出来る １名

業務の効率化に繋がる １名

思ったより時間が掛からない ６名

時間が掛かる １６名

職員の意識調査の結果②
（R2年1月実施 対象者（介護部）：27名）



職員の健康チェック（腰痛調査）

腰痛調査や疲労感
について、良い状
態や軽度は水色、
悪い状態や重度は
赤色で色分けし、
今後実施していく
調査結果の変化を
分かりやすくした。



職員の健康チェック（腰痛調査）の変化
Ｒ１．６月 → Ｒ１．12月

Ｒ１．6月（75名） Ｒ1．12月（79名）

【腰痛】
腰痛重度者 ６名（ ８％）
軽度～中度 ５２名（６９％）
腰痛なし １７名（２３％）

【精神的な疲労】
重度 ８名（１１％）
軽度～中度 ６４名（８５％）
楽しく仕事ができている

２名（ ３％）

【腰痛】
腰痛重度者 ３名（ ４％）
軽度～中度 ５７名（７２％）
腰痛なし １９名（２４％）

【精神的な疲労】
重度 ３名（ ４％）
軽度～中度 ６４名（９２％）
楽しく仕事ができている

３名（ ４％）

・腰痛、精神的な疲労の重度者の割合が減っている。
・軽度から中度の職員が重度化しないように、日常的なリスクをアセスメント
し改善策を検討、実施している。（月１回の会議で進捗状況の確認）



実 感 で き た 効 果 や 変 化

・「ノーリフティングケアとは？」から始め、職員は初めて
聞く新しい取り組みに対して完全に受身の姿勢か否定的な
意見が聞かれていた。（介護職だけの問題、時間に余裕が
ない、人力が手っ取り早い等）勉強会を重ね、実技指導時
に繰り返し利用者・職員双方が安心安全で健康的な生活を
保障できるケアである事を伝え、取り組み開始から約5ヶ月
経過し職員が自主的にノーリフティングケアを実践・提案
するようになった。

・支持基底面や不良姿勢にならないように意識した事で腰痛が
軽減・消失したと話す職員もいた。

・始業前ストレッチの効果を理解し自発的に行なうように
なった。



現 在 の 課 題

• 今までの取り組みの中で、現在進行中の

計画（各事業所の日常のリスクに対する

対応策、福祉用具の活用と実技の定着、

定期的な腰痛調査等）があり、達成度

100％に向けて継続していく。



今 後 の 展 望

• 目的意識を明確にする（ブレない指標）
• 具体的な目標を設定し定期的に評価を行
い意欲を向上させる。

• 福祉用具を導入し活用していく為に少し
ずつ成功体験を積み、達成感を獲得する
事で職員の意欲を維持していく。

• 先進モデル施設を参考に慌てず、焦ら
ず、
無理のない安心安全で実現可能な取り組
みを実施していく。


